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「日本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ

状況等に関する調査」より

○ 本県においては、南米国籍の日系人を中心に、ブラジルやペルー等から就労を

目的として来日する外国人が急増し、平成１９年９月現在、小中学校に８６０人

の日本語指導が必要な外国人児童生徒が在籍しています。

○ 特に来日直後の子どもたちは、地域や学校生活になじめない状況があり、学校

の受け入れ態勢を整備したり、日本語指導や地域における生活適応指導等の指導

体制を整えることが急務となっています。

○ 不就学の児童生徒も確認されており、その理由は、経済的な理由や、保護者が

日本語を理解していないため就学についての情報が不足していたり、家庭での弟

妹の世話をするため就学していなかったり等、様々です。

外国人児童生徒の教育環境

日本語指導が必要な外国人児童生徒数の推移
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人数

小学校 中学校 合計

日本語指導が必要な外国人児童生徒の在籍数
（平成１９年９月１日現在）

１３市９町 小学校 ８８校 ６５９人

中学校 ４３校 ２０１人

合 計 １３１校 ８６０人

母語別在籍数 ポルトガル語 ５６８人

スペイン語 １８９人

タガログ語 ３９人

中国語 ３８人

その他（１０か国語）

不就学の外国人児童生徒数
３１人 （平成１９年９月現在）
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「滋賀県生涯スポーツ振興計画」より

（１）スポーツをする目的の変化

仕事中心から生活重視へ県民の意識が変わわりつつある中、スポーツを行う目的が、「競

う」・「勝つ」だけでなく、「体力つくり」、「楽しみ」、「交流」など心身の健康を意識した

ものとなってきています。

このことから、多様な県民のスポーツニーズや期待に適切に応えたスポーツ振興が必要

です。

（２）低いスポーツ実施率

成人のスポーツ実施率（ 週に１ 回以上運動を行う者の割合） は、本県では、平成１２

年度２１．８％（全国３７．２％）が、平成１７年度３９．８％（全国平成１８年度４４．

４％）に大きく上昇してきたもののまだ全国平均値を下回っている状況です。

このことから、本県が掲げている施策目標であるスポーツ実施率５０％を目指しスポー

ツ振興を総合的に進めていく必要があります。

（３）子どもの体力低下

社会環境の変化にともない、生活の利便性等の生活環境の変化、睡眠や食生活等の生活

習慣の乱れといった様々な要因が絡み合い、体を動かす機会が減少したことにより、子ど

もの体力低下が大きな問題になってきています。

本県の新体力テストの調査結果からみましても、現在の子どもの体力・運動能力値は、

昭和５６年頃と比べるとまだ低い状況にあります。

このことから、家庭、学校、地域が連携しスポーツ振興を通じた子どもの体力向上を総

合的に図る必要があります。

（４）競技力の低下傾向

今日の社会環境・状況の変化の中、少子化や、中学・高校生の運動部活動離れ、体力・

運動能力の低下等に伴う競技人口の減少、経済の低迷による企業スポーツの後退等により

競技力の長期的な低下傾向が見られます。

このことから、関係団体と密接に連携を図り、広くジュニア層まで視野に入れながら選

手の特性や発育・発達段階に応じた指導を行い、組織的・計画的に育成するシステムのよ

り一層の充実を図る必要があります。

（５）高齢化社会に伴う健康つくりの必要性

総務省の年齢別人口統計によると、本県の、総人口に対する６５歳以上の老人の割合は、

平成１２年度１６．０％ が、平成１８年度１８．６％と上昇しています。

高齢化社会に対応するため、高齢者がスポーツを通じて明るく豊かで健康的な生活を送

るうえからも様々なスポーツ振興を進めていく必要があります。

（６）スポーツ環境の整備

公共施設や学校施設は、地域スポーツ振興の場として施設開放が進んでいますが、さら

に効果的な活用のためには、地域や企業等と学校がより密接に連携し、地域住民のニーズ

に応じて活用方法を工夫するなど日常のスポーツ環境を整えるとともに県民にトップレベ

ルの競技を観戦できる機会の提供を図ることも必要です。

スポーツ振興の現状と課題
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滋賀県教育委員会作成資料

○県立学校在校生徒数に占める授業料減免許可者の割合が増加しています。

許可 授業料減免 授業料減

課程 在校生徒数 免許可者

件数 許可金額 の割合

全日制 450 42,524,300 39,176 1.1%

平成９年度 定時制 4 69,600 675 0.6%

合計 454 42,593,900 39,851 1.1%

全日制 529 48,928,800 38,510 1.4%

平成10年度 定時制 2 38,400 707 0.3%

合計 531 48,967,200 39,217 1.4%

全日制 717 70,103,100 38,421 1.9%

平成11年度 定時制 10 220,800 723 1.4%

合計 727 70,323,900 39,144 1.9%

全日制 899 88,855,500 38,954 2.3%

平成12年度 定時制 11 235,200 604 1.8%

合計 910 89,090,700 39,558 2.3%

全日制 1,077 106,101,000 38,247 2.8%

平成13年度 定時制 18 422,400 585 3.1%

合計 1,095 106,523,400 38,832 2.8%

全日制 1,135 113,666,450 36,866 3.1%

平成14年度 定時制 36 908,850 705 5.1%

合計 1,171 114,575,300 37,571 3.1%

全日制 1,373 137,333,550 35,636 3.9%

平成15年度 定時制 39 1,001,825 714 5.5%

合計 1,412 138,335,375 36,350 3.9%

全日制 1,514 153,431,400 35,008 4.3%

平成16年度 定時制 35 862,800 658 5.3%

合計 1,549 154,294,200 35,666 4.3%

全日制 1,415 145,686,000 33,707 4.2%

平成17年度 定時制 43 1,180,830 691 6.2%

合計 1,458 146,866,830 34,398 4.2%

全日制 1,517 156,144,900 32,726 4.6%

平成18年度 定時制 44 1,263,360 733 6.0%

合計 1,561 157,408,260 33,459 4.7%

全日制 1,587 164,572,800 31,484 5.0%

平成19年度 定時制 57 1,699,780 732 7.8%

合計 1,644 166,272,580 32,216 5.1%






